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現在、単層カーボンナノチューブ（SWCNT）の選択合成は極微量のレベルでしか成功しておら

ず、均質な性質を持ったまとまった量の SWCNT を得るには、合成後に分離精製を行う必要があ

る。産総研では、産業応用を見据え、高効率で安価な大量分離技術の確立を目指し、産総研内開

発の eDIPS SWCNTをはじめとする世界各国の SWCNTの分離を試行し、分離パラメータの検討

を行っている。合成法によって純度や直径分布、集合状態、長さ分布など SWCNT の構造パラメ

ータが異なり、全く同一の手法で分離できるわけではない。今回は、米国 Nano-C 社の SWCNT

の分離について検討したので報告する。 

Nano-C社は燃焼法による SWCNTの大量合成を行っており、比較的安価なため、量産分離のタ

ーゲット素材として興味深い。一方、直径分布は SWCNT のスタンダードとして認識されている

HiPco と類似しており、近年価格が高騰している HiPco の代替製品としての興味もある。ドデシ

ル硫酸ナトリウムとコール酸ナトリウムの混

合界面活性剤を用いて分散した溶液を、GEヘ

ルスケアのセファクリルゲルを充填したオー

プンカラムで分離した結果を Fig. 1に示す。光

吸収スペクトルを HiPco と比較すると、直径

分布はほぼ同等であるが、やや狭い分布とな

っている事がわかる。HiPcoに比べ分散性が低

く、孤立分散液の収率は高くないが、ゲルへ

の吸着力はHiPcoよりも強い傾向が見られた。

そのため相対的に金属型の純度が高く、半導

体型の純度は低くなる。これを改善するには、

pHを制御する等の工夫が必要となる事がわか

った。Fig. 1の結果は、pH調整後のものであ

る。当日は、構造分離試験についても報告の

予定である。 

 

 

Fig. 1 Optical absorption spectra of metallic and  

semiconducting fractions of Nano-C APT200. 
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